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はなひ痛 きの-45-勃成分の-一つである G壷 an｡-
t('xin-ITほ.L7m桐1)2-に於で C細目望見0(OH)1にして
挽二加岩元すれば α及び /'号の dihydrL,化合物を得,













--I-ルの誰的糾 rt7凹珊瑚 与で酸化すると C巴OH3ご0,;の
元素分抑 粗 砕 ㌢るmp157-1i58Oの簡晶と脚 瀞伏物
を得たOこの結縮まアルカリ性文は酸性の糊 lilで潜
時加熱するか或は膳に水と長崎御伽熱する事 に よ り
mp別7-24Soの物鷲となるO叉 1.0CI一鮒町梯めこ加
熱すると発泡して同じ物質となる｡前者を α-dihydni
A とし後者を α-d頼y{lrbB とする｡ qr-dihydro
A 及 ユトは鮎 こカルボニル基の離 脱 応を説きなt.a





脚 矧 の凱 によりU.ライコ⊥ルな形成L､て於る二個
の水酸矧忠酸化開裂されたに嗣 子的 ず 朝 に於では叩 r
び二伸の水酸基が増え捌 IT巧の水槽品が序任す争覇にな
る｡をこでこゐ庶路が果してF'ライゴ-ル開墾鑑砧で ,で







然脚 ㌫しないO文治予 る副反応のない上述の過沃謝 壁
によっでも糖化される英から'/-ティ?キ叫,'制圧肱で
掛る事は光づ奴がな.いO克己にIDeligd の試薬による
購三根水酸 基の剥Jj混 応は dihydroG-ⅠⅠ では明ら










な棚 持酸鈍で酸化して かdihydm A を得これが
穆 して,- 1ihydrorJBとなる反応鯛 の様に考える
が 班 来 る ｡
恥dihydroI3ほ隙化剤に対して胴 担 架冠であ












よりD 及び Cは デ,I-デ-イド品を有して屠る
分るo従つぜ A の節一級永酸如 準 化 射 LTC
防 ･虫 科 学 節 ユ6.班
01一
ioH





- Cト緑 r coo帖 聖示 cooH
cH3 ふ 3 CH3c7

































)四酪酸鈷:拭榊 (mp260一部 20) 0.246轍を柵





































物質(mg) COS(一雨) i-Iだ0(mg) C(,ob')JH,%J)
'1;81() 7.025 2.295 63.2O 9,14
C20m召206 68.18 9.(30
物賢(mg) eamprler(mg) -A､ K M
























瓶 cc,を闇考轡 轡 と細磁 軸 纏 肘 るbこれ
をその慧 チゝ-テル抽出し反応容紬こ附常せる況食物
網























物TL-'(nlq) CO的一g) TTの(mLq･) C(%)li




輩泣色を削 -るOこれをエーテル抽 せれば InP
-2絆 の舘晶 0･9gを得るQこれを｣ニ記のdih3
J3と過融しても勘助埠下を示さない｡
C)水による芳統 ;試料 0･2glこ水 20ccを加え
聞授かに沸胴 帽後年-チ,L抽出すればmp肌 -2
の粘晶 0･17g 得るoこれ綱吉酸-7.テルよIE)滞




化す.,3o mp24-,-2肘 で di'hydroP'と脱髄し
軌榊傘下を諌めないO
/棚 ihydroA の d】hydm 計へ¢持穆 :
仰p1.2･I一駅)0･･陳 を木精 1;3ccに幣解し萄




2.fJが ･ 7.307 2.380 63.ユ2
' C紳 巧荊 -鱒,LlB








物拭(mg) CO∃(mg) fIL･C(mg) C('oo')JI(,a,0')
2.{)5O (i.085 1.835 65.07 8.Oil
CだHHiJO白 瓜 62 7.7()
アセチル遠Iiの定盤











































物質(mg) Coョ(m占) HE0(mBj C(/ao')Ir(形)








物だ(mB) C()ヱ(mg) HeO(mg) C(硯 H(%)



























弘へ虫 科 学 節 16 触
物照(m.q) COl(11g) HilO(m.A.) C(,po/) (Il/0g)





1) 'E･l,I.払 拭附=戯化 10,1093,(1034);同誌 12,
4f)7(ユ9.TIぴ)












R■T｡ITP･ ItW LTIS Vel･yune叩Ct:tedphcnomLAn｡n
thatlhel･eaCtiol Pmd17ct, a･-dihvdroユ3,hatl














































私鎗 噛 銅 材こ於いて GrayanotoxinJHc201工3uOLO
が L壬cl'e;mann反礎を吏し,ditcrpenealcoho王の
一校である覇を朝野し,文 G-王r･の1{MnOd酸化によ
G),アセ1ソ,醒醜 篠楓 薮鮮白鴫 及びdimethy1-
malonicacid を,加里熔融によE3櫛軌 イ1Ⅶ押
及び 糾 1_Vdro二℃y叫 ]ヲ-dimethylbutyricacldを軍報
職徹したO叉 G-1Iの舟ゾン酸佃こより >C;-CHだ/
其の存在を確認し-Elユ dihy(hoA の CrOl3酸化
によL)G-Hに静一株の水酸基が存在する報も紅附し
たO
以上の実数によらG-Ilの20曲の洪粟の中14偶の
32
5ij)<素の性質は刈明し, このrflで dimcthylmaloni
aeidの射糊のメチル基の寂鉱 化-hyd]･oxy岬,
dimethylhutyricacidの6桐の淡砥 メチし1
畷別路環する執射脚ミないから,G-Ilは摂りのIO
の滋養七環を形酎 一署凋).も clec札1ine棟を有するも
と敵われるo叉GJlの棚的 酸素研 満㈲ま頭
でその他にメ1.太郎/ル抱 アセチル基 カルが
遜及び酸適時は存在せず従って弥 Jの一個の酸動
u)停 Ⅴ‡報;捗戯化学 16,2Lq,1931
